
「芸術の都」「花の都」などとも呼ばれ、凱旋門、ルーブル美術
館、ノートルダム大聖堂など、多くの有名な観光名所を有しす
べての人を魅了する美しき町パリ。そんなパリを象徴する
建造物やモニュメントの魅力とは一味ちがうロマンチック
な表情を見せてくれる夜のセーヌ。通りの街灯やライトアップ
された建物からの光がセーヌ川に写りこみ、美しい絵画のよう
な景観を見せてくれます。

フランス共和国 /夜のセーヌ川（パリ）

美しい世界の名景    Beautiful World Scenery
French Republic
La tour Eiffel（Paris）

32

98

10

4

5

6

7



とっとり国際通信　第92号 平成21年12月発行2

　財団に登録した通訳ボランティア
が中心となって発足した通訳研修会
では、会の仲間で企画し、鳥取
県西部地区の酒造会社、下町、大山
等を外国出身の方々と訪れ、通訳ガ
イドをする練習を行ってきました。
誰でも気軽に入会する事ができ、自
由に楽しみながら、学習しています。
また、財団で医療通訳ボランティア
の派遣が始まったのをきっかけに、

会員の自己啓発もかね、医療通訳の
ための勉強会も開催しています。国
際化が進む社会で、外国出身の方
が治療を受けられる機会が増え、医
療通訳者がこれからますます必要に
なると考えられます。
　英語を学ぶ事で外国出身の方々の
生活習慣や考え方を理解し、通訳者
として少しでも皆さんのお役に立て
るよう努力していきたいと思います。

通訳研修会の活動（西部）　景山　佐智子

　私たちは、米子市近郊に住む外国
出身者をサポートするボランティア活
動をしています。おもに日本語学習
支援（日本語クラス）が中心ですが、
ふれあいを目的とした交流やレク
リエーションなども行っています。
　クラスを訪れる外国の方は様々で
す。仕事などの滞在で短期間の方も
ありますが、多くは日本人の妻子な
どの定住者です。漢字の読み書きが
できず行政や学校などの手続きが困
難、あるいは見知らぬ日本人とのや
りとりに不慣れなため、地域社会に

とけこめず、病院や美容院に行くの
さえ躊躇してしまう、といった悩み
を抱えておられます。それらを解決す
る手助けをし、地域社会に自主的、
積極的に関われるようサポートし
ていくことが、私たちボランティアの
役目と考えています。
　もしも身近に、在住の外国出身者
で日本語を話せるようになりた
い方、日本の生活に不便を感じて
いる方がおられましたら、ぜひご紹
介ください。また、現在、日本人ボ
ランティアを大募集中です！外国

出身の方々のサポートをしたい、ま
た、このような活動に興味のある方
はぜひ、お気軽にクラスをのぞいて
みてください。

「よなごにほんごひろば」の活動　原　展代「よなごにほんごひろば」の活動　原　展代

〈よなごにほんごひろば活動について〉毎週金曜日/13：30～15：00（ＳＡＴＹ4Ｆ 米子市男女共同参画センター「第1会議室」）

Meet Our Volunteers in Tottori
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　きっかけは、国際交流を通して、
家族で視野を広げたいと思ったこと
からでした。
　「我が家へ外国人がやってくるよ！」
そう言うと、主人の一声は「英語できな
いよ！」でした。「大丈夫！料理ができ
るから。あとは、もてなしの気持ちだ
けで十分。」ということで、日本料理
人の主人は、楽しんで料理を担当して
くれます。3歳の娘はカタコトの英語と
日本語まじりで、ゲストの膝の上にちょ
こんと座り歌をうたったり、得意のダ
ンスを披露したりという具合です。　
　私が準備しておくことは、日本文化
を知ってもらう事のひとつとして、着物
と習字。昔取得した資格が、こんなとこ
ろで役立っています。普段の生活で着
ることは殆どありませんが、日本の民

族衣装ですから本当に皆さん喜んで着
てくれます。受け入れ時期が祭りと重な
ったら一番喜ばれるのですが、他に
も温泉や和紙の里、陶芸体験に案内
しています。意外だったのは、露天風呂。
情緒があるからか喜ばれます。
　コミュニケーションがスムーズに
いっているわけではありません。学生
時代のように単語が出てこなくて、四苦
八苦しながらの会話です。一番大事な
ことはゲストを受け入れる気持ちと、
日本のこと、鳥取のことを知って欲しい
という気持ちです。娘には小さい時か
ら世界に目を向けて、国際理解を深め
てほしいと思っています。
　主人も「やっぱりやってみないとわか
らないなぁ。考えることや、得るもの
が沢山あるなぁ。」と、今では楽しん

でいます。実は私もホストファミリー
になって初めて、和紙作りや陶芸を体
験しました。自分自身が、日本文化や鳥
取を再認識する良い機会ともなっ
ています。

　少しでも外国から来られた人たち
のお役に立てればという思いで、鳥

取県国際交流財団主催の医療通訳
講座に参加しました。その後医療通
訳として登録していただいたものの、
医療現場で通訳するには自分たちの
言語能力がまだまだ不十分だと感
じています。そこで医療通訳者とし
ての力量を少しでも上げていきたい
という切実な思いの下に、有志で医
療現場で使われる言葉の勉強やお
互いの体験を話し合う勉強会を始
めました。実際に医療現場で通訳

経験のある人はまだ少ないのが
現状です。
　私たちの勉強会は月一回ほどです
し、勉強したからすぐに上手くなるわ
けでもありませんが、この勉強会をき
っかけにしてそれぞれが自分なりの
医療通訳者を目指していければいい
と考えています。医療通訳を利用して
くださる医療従事者や外国出身者か
ら「通訳さんがいてくれて助かりまし
た」と感じてもらえるような通訳者に
なれたらと思っています。

我が家の国際交流 ～ホストファミリーとして～　鏡　美由紀

※アンケート調査結果は財団HPよりご覧になれます：http://www.torisakyu.or.jp/

医療通訳勉強会（東部）　森田 百合子医療通訳勉強会（東部）　森田 百合子

　財団では今年5月に、県内在住の外国出身の方に
アンケート調査（※）をしました。
　その結果、言葉の問題で、地域や学校からの
お知らせが理解できない、病院でうまく症状が伝
えられないなど、職場や日常生活でのコミュニケ
ーションに不便を感じているという声が多く寄せら
れました。また、教育や保険制度など文化や社会
のシステムの違いにとまどっていたり、日本人と交
流する機会や多言語での生活情報の提供を希望す
る声も多くあり、多様な支援が必要とされてい

る様子がうかがえます。
　当財団には、通訳、翻訳、日本語学習支援、交
流活動、ホームステイ受入などのボランティア登
録制度があり、多くの方々に活動していただいて
います。また、県内には自主的に外国出身者を支援
するグループを立ち上げ活動されている方々もい
らっしゃいます。
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　今年度は、医療通訳ボランティア養成講座を米子市内で実施し、新たに23名
の熱意あふれる医療通訳ボランティアが誕生しました。みなさんご自身の語
学力や知識を困っている人のために役立てたいと、4日間の養成講座及び２日
間のフォローアップ講座を修了された方々です。この新たな23名が加わっ
て、医療通訳ボランティアの登録者数は全県下で４９名になりました。
　また、この制度が始まってからの派遣件数は、82件（10月31日現在）となり、
少しずつ広がってきています。財団ではさらに多くの方々にこの制度のこと
を知っていただきたく、ポスターの掲示をお願いして回っています。医療機関
、保健機関、薬局、公共の場、外国出身の方々の集まる所等々、掲示をお願い
できる所の情報をお持ちの方はどうか財団までご連絡ください！（巻末の連絡先を
ご参照ください）

毎朝何気なく食べている朝ご飯…日本
人の定番はご飯に味噌汁？！パンにコー
ヒー？！県内在住の外国出身の方を講師
に迎え、4ヶ国の朝ご飯作りを体験、試
食します。メニューは、台湾のダンビン
（台湾風薄焼き卵パンケーキ）、韓国の
ウユケランチム（牛乳茶碗蒸し）、ルー
マニアのピューレ（ジャガイモやチーズ
、ハムを使った料理）、ギリシャ風オムレ
ツなどなど、どれも簡単で美味しい物ば
かり！！食文化を知れば見えてくるもの

9月5日（土）米子コンベンションセンター１階情報プラザに、ハワイ出
身のローラ・キサカさんを迎え、ハワイの美味しい物や生活、文化などの
情報を映像やクイズを交えて紹介してもらいました。またリマナニア
ロハフラ鳥取の皆さんによる伝統のハワイアンフラダンスの披露のあと
、参加者もフラダンスにチャレンジ。リボンレイ作りやハワイアンスイー
ツの試食などもあって、みんなでちょっと楽しいハワイを体感！

県内在住の外国出身の方々を対象に、
日本の生活、習慣や文化を知ってもら
う講座です。知り合いの家を初めて訪
問する際の作法や挨拶の仕方、また電
話の応対の仕方、ご近所付きあいのマ
ナーなど実生活に即役立つ諸々を、
ユーモアあふれる講師の実体験を混
じえてレクチャーします。詳しい内容等
につきましては米子事務所までお問い
合わせ下さい。

子どもも大人も胸をわくわくさせる日、ク
リスマス！今年のクリスマスは一味違っ
た体験をしませんか？県内在住の外国
出身の方にお国のクリスマスの習慣や
過ごし方、遊び等を紹介してもらいます
！　またフィリピン出身のジャズシンガ
ーによるミニコンサートも。折り紙サン
タ作り、クッキーデコレーションなど
楽しいワークショップも行ないます。
一緒に楽しいクリスマスを過ごしまし
ょう！！

医療通訳ボランティア派遣制度をご利用ください！ 

※東部のタガログ語の方は英語の方の内数

医療通訳ボランティアの登録者内訳

現在、49名のボランティアが出番を待っています

英　語

17名

16名

1名

7名

4名

2名

（1名）

2名

東　部

中　部

西　部

中国語 タガログ語

※

─

【日 時】12月23日（水・祝）14：00～16：00
【会場】米子コンベンションセンター
　　　１階情報プラザ（米子市末広町２９４）

【日 時】12月5日（土）10：00～13：30
【会場】米子南高校「調理室」

「国際交流の集い」を開催しました。

「国際交流の集い」を開催します。

知って体験！南の楽園ハワイって
実はこんなところ アロ～ハ！

作ってみよう！！
世界の朝ご飯！in Yonago!

 世界のクリスマス
（フィリピン、南アフリカ、韓国など）

【日 時】1月後半から2月開催予定
【会場】米子市内

生活塾

（米子市長砂町216番地）

医療通訳ボランティア派遣制度をご利用ください！ 
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　2009年12月末で退任する渡辺推進員の後を引継ぎ、12月1日から鳥
取県ＪＩＣＡデスクに着任しました上原菜生です。2008年10月までの
2年間ウガンダで青年海外協力隊・村落開発普及員として活動してい
ました。
　未知の赴任地で何をしたらいいのか右も左も分からない私でした
が、近所の人々や子どもたちに温かく迎えられ、少しずつ自分の出来
ること、やりたい事を地域の人々と協力して出来るようになりまし
た。そして今振り返ると“教えた事よりも教えてもらったことの方が
とても多い２年間だった”と感じています。好奇心から始まったボラ
ンティアでしたが、今は出会った人々との繋がりを大切にしたいとい
う気持ちがこれからの国際協力に繋がればステキだなと思っていま
す。
　ウガンダで教えてもらった事の一つに、「世界の平和は友達の
平和から！」という事があります。世界中どこでも身近な人々と手を

　今年の9月から英語コーディネーターとなりましたアメリカ出身の
ゼノスと申します。6年前カリフォルニア州を去り、初めて来日した時
は長野県の小さな村に国際交流員として勤務しました。現在まで複
数の県で様々な経験をして、3年前鳥取に落ち着きました。鳥取で
は色々な人々との交流や、英語教育、また専門である言語学の研究
活動などもしています。
　長く日本で生活しているために、この頃ではアメリカに戻ってみ
れば逆カルチャーショックを受けますし、「日本でびっくりしたこ
とは何か」と聞かれると困ってしまうこともあります。
　財団のコーディネーターとして、鳥取でますます多くの方と交流が
できるのを楽しみにしております。ご希望に添えるように頑張り

財団からのお知らせ

～出会った人 と々の繋がりを大切にしたい～

※おことわり
日本語版のメルマガにつきましては従来通りパソコンへ配信します。
今回の携帯電話への移行は緊急・災害時に在住外国人の方 へ速やかに情報提供を行なう為の取り組みです。

現在皆様にご愛読いただいていますメルマガの英語・中国語版が携帯電話向け
の配信に切り替わります！「暮らしに役立つ情報」、「イベント情報」、「災害・緊急時に
必要な情報」をあなたの携帯にコンパクトにお届けします。 新たにタガログ語も加
え３カ国語版で配信します。さあ！今すぐ登録を！

必見！！　メルマガが変ります！！

Torimo（トリモ）とは、
tottori mobile information service の略です。

Torimo（トリモ）
（財）鳥取県国際交流財団
 携帯メールマガジン

★登録方法は簡単★
●携帯電話から下記の希望言語のアドレスに空メールを送ってください。
  【英語】eng@torimo.jp 【中国語】chn@torimo.jp  【タガログ語】tag@torimo.jp
●登録完了のお知らせメールが届きます。後は自動的にあなたの携帯に情報が届きます！！お楽しみに♪

1

2

 鳥取県ＪＩＣＡデスク（上原）
 TEL.（0857）31-5951（鳥取県国際交流財団本所内）
 E-mail    jicadpd-desk-tottoriken@jica.go.jp
※ＪＩＣＡ：独立行政法人 国際協力機構

■ご相談・お問い合わせ先：

新・国際協力推進員のご紹介

ゼノス  トレメイン（アメリカ出身）

月曜日・水曜日・金曜日の11:30～15:30、本所に勤務。外国出身の方の日常生活に関する相談を受けるほか、英語で情報を提供したり、
英語チャットも受け付けています。

鳥取県ＪＩＣＡデスク

上原 菜生

財団の新しい英語担当コーディネーターです。財団の新しい英語担当コーディネーターです。
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　鳥取大学の学友会は１９９１年に留学生のための互助組織として
結成されました。現在は、旧正月のイベントや地域住民との民間交
流などを通じて日中友好、相互理解がより深まるよう活動を続けてい
ます。昨年、今年と四川大地震の救済募金に県民の方々から多大な
ご協力をいただいたので、感謝の気持ちとして砂丘清掃に参加しまし
た。
　今後は学友会の存在をもっとアピールし、地域に根付いた普段着
の活動・イベントも企画し、地域との交流をさらに活発にしていきた
いです。地域との交流は、日本の文化、日本人の考え方などを知る良
いチャンスですし、中国人とはこんな存在だということをわかってい
ただける良い機会ともなります。日中友好の架け橋となれるよう、
両国の友情を深めるために活動していくつもりです。 　　　　　　

●中国語を始めたきっかけ
高校の世界史の授業で、万里の長城の大きな写真を見て、そ
の雄大さに釘付けになり、先生の「これからは中国の時代だ
」の一言が心に残り、大学で中国語を専攻しました。

●中国語上達のコツは
家事をしながら、音読したりシャドウイングしたりするよう心
がけています。言語の上達には、マネをするのが一番の近道だ
と思います。

●弁論で伝えたかったことは
“一期一会”です。出会いは一度きりのものだけれど、目の前の
人とまっすぐに向き合い、誠意を持って接していきたい、という
思いをこめてスピーチしました。

●弁論大会が終わって
出場すること自体が勉強で、貴重な経験となりました。受賞で
きたことは今後の励みになります。これからも、財団の医
療通訳ボランティア登録など自分を高められるようアンテナ
を張って、学習を続けたいと思います。

本年は中華人民共和国成立60周年にあたり、その記念の参加行事の一つとして、鳥取大学中国人留学生学友
会（会員数約100名）は10月3日（土）に「第一回日本人による中国語弁論大会」を開催。今後も、県内の中国語
を学習する方の助けになるよう、第２回、３回と続けていくそうです。

民間交流団体活動紹介

【最優秀賞】
 和田  史世さん（財団の医療通訳ボランティア）

【優秀賞】
 関野　元さん（財団の日本語支援ボランティア）

第一回中国語弁論大会

鳥取大学中国人留学生学友会の活動

●中国語を始めたきっかけ
仕事で中国語が必要になる可能性があったこと、また全く知ら
ない外国語を一から始めたらどのくらいで日常会話ができ
るようになるか試してみたかったからです。

●中国語上達のコツは
中国語に接する時間を確保すること。中国語のクラスを受講
し、リスニングは毎日の通勤時に、日中の交流会にも積極的に
参加。中国出身者に日本語を教え、中国語を教えてもらっ
ています。検定試験を目指すなど目標をたてることも大事で
す。

●弁論で伝えたかったことは
国際的な都市というのは外国出身者も住みやすいところで
す。鳥取県でも外国出身者が増加している現状から、鳥取の国
際化に自分がどう貢献していくかについて話しました。

●弁論大会が終わって
大会とその後に開かれた交流会は大変よく準備された、すば
らしいものでした。また参加者の方々のスピーチを聞いて、
自分自身まだまだレベルアップが必要だと思いました。

▲日中友好の集い（岩美町）
バ　　　ト
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鳥取県では、交流をしている国や地域から毎年、研修員や県費留学生を受
け入れており、今年度は韓国江原道、ブラジル、中国吉林省、モンゴル中央県
から来県されています。今回は前号で紹介できなかった２名をご紹介します

シュウ　　　　　　セイイ

　私は今年の5月、日本へ来ました。最初の2ヶ月は日本語を中心
に、日本の習慣や文化について学びました。京都を観光したり、陶
芸など様々な体験を通して、日本は整然かつ効率的な国だと感じ
ました。
　８月から、鳥取県での専門研修が始まりました。鳥取県商工労
働部経済通商総室物流チームで研修を受け、11月からは産
業振興総室での研修を楽しんでいるところです。日本の経済や
物流などを学んで、帰国後、吉林省と鳥取県の貿易の発展、交流
促進のために貢献したいと思っています。
　鳥取で生活するようになって、鳥取のお祭りや料理、また県民
の誠実さと熱意に深い印象を受けました。日本の景色はとても
美しく、いろんな所へ旅行するのが今の私の楽しみになってい
ます。鳥取砂丘や大山、水木しげるロードなど鳥取の観光名所
に出かけたり、安来節のどじょうすくい踊りを体験したりと、積
極的に日本文化に触れるようにしています。
　私の出身地、中国吉林省長春市にある長白山と大山はとて
もよく似ていて姉妹山となっています。一年中美しい長白山をぜ
ひ鳥取の方々に見ていただきたいです。みなさん、ぜひ吉林

周　娟怡　さん 自治体職員協力交流研修員

　私はブラジルのオザスコ市から来ました。人口が多く、店もたく
さんある、にぎやかな町です。サンパウロから車で約10分の所に
あります。
　私の母方の祖父は鳥取市出身です。父方の祖父は日南町
出身で、18歳で家族とブラジルに行きました。結局日本に帰るこ
とはできなかったのですが､その代わりに私が祖父の故郷に来
ることが出来て、大変嬉しいです。
　ブラジルでは先祖から伝えられてきた日本の文化がまだ続
いています。オザスコにはアセンボと呼ばれる日系人協会があ
り、私の父が会長をしています。アセンボの会館ではスポーツ
や日本語の勉強などいろいろな活動ができ、毎年5月には運動会
が行われます。
　私は去年の12月、サンパウロ市にあるアニェンビ・モルンビ大
学を卒業しました。大学では社会コミュニケーション学科で学び、
ラジオやテレビ番組などの勉強をし、イベントや短編映画の撮影
も経験しました。
　今年の７月に米子市に来て、1ヶ月間日本語の勉強をし、8月末
から中海テレビ放送で研修をしています。ニュース取材や撮
影、編集などの指導を受けています。
　研修で学んだ技術と知識を活用して、ブラジルに帰ったら友

●旅行とスポーツ（登山、ヨガ）
●たこ焼き、焼肉、刺身
●鳥取砂丘、大山、浦富海岸

1
2
3

●趣味
●好きな食べ物
●鳥取で好きな場所

二人に
質問

1
2
3？

アレシャンドレ　アラキ　さん

●野球
●寿司、とんこつラーメン
●大山

1
2
3

（中華人民共和国/吉林省出身）

鳥取県ブラジル交流促進事業海外技術研修員
（ブラジル/サンパウロ州出身）

鳥取県海外研修員・県費留学生の紹介

中華人民共和国

 ブラジル

吉林省 長春市

サンパウロ州 オザスコ市







当財団では、県民の皆様の幅広い支援・参加を得て、皆様
とともに県民参加型の国際交流事業を進めていくため、
趣旨に賛同してくださる賛助会員を広く募集しています。国
際交流に興味はあるけど何から始めればいいのか分からない
とお悩みの方も、まずは当財団の賛助会員に！ きっと楽しい
世界が広がるはずです。皆様のご入会をお待ちしております！！

財団の各事務所で入会を受付けています。また、公共施設
の窓口等にも財団所定の申込用紙（裏が会費の振込用紙）
を置いていますので、必要事項を記載のうえ、鳥取銀行及び
山陰合同銀行の各支店窓口で会費を添えてお申込ください。

※提携している飲食店、観光施設、旅行会社等とサービス内容については、
　ホームページに掲載している他、一覧表を機関誌と共に送付します。

個 人 会 員　　　　 　　　１口/ 2,000円
学 生 会 員（高校生以下）　１口/   500円
団 体 会 員　　　　　　　１口/ 10,000円

【入会方法】

【入会対象者と年会費】

※会員期間は、毎年度４月１日から翌年の３月３１日までです。
※途中入会の場合、年会費は入会月に合わせて割引になります。

●財団情報紙「とっとり国際通信」（年4回）の送付
●財団主催の催しの早期ご案内
●財団主催事業への会員の優先参加や参加費の割引
●財団図書の貸し出し増冊サービス　
●提携飲食店、観光施設等における割引などのサービス
●旅行会社のパック商品等への優遇割引

【会員の特典】
1

2

3

4

5

6

HPアドレス／www.torisakyu.or.jp

〈利用時間〉月～金曜日/　8：30～17：15
　　　　　（土日・祝日・年末年始は休館します）

JR倉吉駅

鳥取県中部●
総合事務所
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至米子至鳥取

〒682-0802
倉吉市東巌城町2 中部総合事務所別館
ＴＥＬ.（0858）23-5931  ＦＡＸ.（0858）23-5932
E-mail / tick＠torisakyu.or.jp

倉吉事務所
Kurayoshi Office ／ 

財団法人鳥取県国際交流財団

新着図書情報
〈本所〉
 ●冬のソナタで学ぶハングル（DVD）
 ●いちょう団地発！外国人の子どもたちの挑戦
〈倉吉事務所〉
 ●カナカナのかわいいロシアに出会う旅
 ●はじめてのハワイ語
〈米子事務所〉
 ●元気が出る！世界の朝ごはん　全5巻
 ●今がわかる時代がわかる世界地図２００９年度版
【日本語教育関連新着図書】
 ●平成２１年度 第１回日本語能力試験１・２級
     試験問題と正解
 ●みんなの日本語中級㈵翻訳・文法解説
     中国語版 ほか
【医療通訳・翻訳関連図書】
 ●疑問・難問を解決！外国人診察ガイド
 ●早引き 看護・カルテ用語辞典（英訳付） ほか
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JR米子駅

●米子コンベンションセンター
　（ビッグシップ）

●米子市文化ホール

〈利用時間〉月～金曜日/　9：00～17：30
　　　　　土・日曜日/ 10：00～17：00
　　　　　（ 祝日・年末年始は休館します）

〒683-0043
米子市末広町294 米子コンベンションセンター１Ｆ
ＴＥＬ.（0859）34-5931  ＦＡＸ.（0859）34-5955
E-mail / zaiyonag＠apionet.or.jp

米子事務所
Yonago Office ／

〈利用時間〉月～金曜日/　9：00～18：00
　　　　　土・日曜日/　9：00～17：30
　　　　　（ 祝日・年末年始は休館します）

鳥取大学●
JR鳥取大学前駅

鳥取空港●

9

鳥取商業高校●
●鳥取湖陵高校

〒680-0947
鳥取市湖山町西4丁目110-5 鳥取空港国際会館１Ｆ
ＴＥＬ.（0857）31-5951 ＦＡＸ.（0857）31-5952
E-mail / tic＠torisakyu.or.jp

本所
Head Office ／ 

ベトナム・タイ雑貨を中心とした、店主お気に入りの
カワイイものたちを集めたお店です。

KRUKRA（くるくら）
 倉吉市魚町2516
 TEL&FAX：0858-27-0015
〈定休日〉火曜日
〈営業時間〉10:00～18:00

賛助会員カード提示で

お買い上げ金額から

5％OFF

【日時】12月20日（日）13：00～
【会場】米子コンベンションセンター
　　　「国際会議室」

おすすめ図書

ヨハネスブルグ
への旅
ビヴァリー・ナイドゥー著
さ・え・ら書房

アパルトヘイト崩壊前の南アフリカを
舞台に、黒人居留地に住む姉弟が
母親の働く町へ旅をしながら、様々な
矛盾に遭遇し成長していく物語。
アパルトヘイトがどのようなものか、
それが人々、特に子供達にどのような
影響を与えたかを理解する助けと
なる本です。

（児童書）

 第5回鳥取大会が開催されます

指定された台本や出場者が創作した
台本に沿って、二人1組で韓国語で演
じ、その表現力を競うコンテストです。
学習者と指導者そして周りの人々が韓
国語を学ぶ楽しさを感じられたら…と
いう、これまでのスピーチコンテストと
は違う、ユニークで楽しい大会です。

□主催/鳥取県 □運営 /財団法人 鳥取県国際交流財団

「話してみよう韓国語」




